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年
来
、
世
界
の
株
式
市
場

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
に
苦
し
む
経
済

と
は
裏
腹
に
上
昇
基
調
を

辿
り
続
け
て
き
た
。
米
国
で
は
主
要
株
価
指

数
が
連
日
の
よ
う
に
最
高
値
を
更
新
し
た
。

異
様
な
「
不
況
期
の
株
高
」
の
構
造
は
、
ワ

ク
チ
ン
や
景
気
対
策
へ
の
期
待
を
背
景
と
し

た
「
業
績
期
待
相
場
」
へ
と
変
化
し
つ
つ
あ

る
、
と
の
見
方
さ
え
生
ま
れ
つ
つ
あ
る
。

　

特
に
バ
イ
デ
ン
政
権
下
で
進
行
す
る
大
型

財
政
政
策
と
、
イ
ン
フ
レ
許
容
を
公
言
す
る

Ｆ
Ｒ
Ｂ
（
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会
）
の
金

融
政
策
に
支
え
ら
れ
た
米
国
市
場
の
「
リ
ス

ク
・
テ
イ
ク
」
機
運
は
、
空
売
り
銘
柄
の
踏

み
上
げ
で
注
目
さ
れ
た
個
人
投
機
家
集
団
を

も
巻
き
込
ん
で
、
株
か
ら
ジ
ャ
ン
ク
債
、
原

油
そ
し
て
暗
号
通
貨
に
ま
で
幅
広
く
浸
透
し

て
い
る
。
そ
ん
な
高
揚
感
が
漂
う
米
国
市
場

の
中
で
、
一
風
変
わ
っ
た
「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」
と

い
う
言
葉
も
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
は
「
特
別
買
収
目
的
会
社
（Special 

Purpose A
cquisition Com

pany

）」
と

呼
ば
れ
、
読
ん
で
字
の
如
く
、
企
業
買
収
を

目
的
と
し
て
作
ら
れ
た
会
社
の
こ
と
で
あ

る
。
金
融
取
引
で
は
し
ば
し
ば
ペ
ー
パ
ー
・

カ
ン
パ
ニ
ー
と
し
て
Ｓ
Ｐ
Ｃ
（
特
別
目
的
会

社
）
が
利
用
さ
れ
る
が
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は
「
買

収
」
に
限
定
し
た
Ｓ
Ｐ
Ｃ
だ
と
言
っ
て
良
い

だ
ろ
う
。

　

企
業
を
買
収
し
よ
う
と
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
を
上
場

す
る
ス
ポ
ン
サ
ー
、
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
買
収
さ
れ

て
上
場
銘
柄
と
な
る
企
業
、
そ
し
て
Ｓ
Ｐ
Ａ

Ｃ
の
株
を
購
入
す
る
投
資
家
の
三
者
の
利
益

思
惑
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
。
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
は

上
場
後
２
年
以
内
に
買
収
を
行
う
必
要
が
あ

り
、
不
首
尾
に
終
わ
れ
ば
資
金
を
投
資
家
に

返
還
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
ス
ポ
ン
サ
ー
は

昨

今年2月、ナスダック総合株価指数は続伸。過去最高値を更新した
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未
上
場
企
業
買
収
目
的
の
「
空
箱
」
が
上
場
さ
れ
、投
資
家
か
ら
マ
ネ
ー
が
集
ま
る
事
例
が
急
増
し
て
い
る
。

見
極
め
の
難
し
い
投
資
ゆ
え
の
「
失
敗
」
も
発
生
し
て
お
り
、市
場
を
一
変
さ
せ
る
長
期
金
利
の
動
向
な
ど
に
注
視
が
必
要
だ
。
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活
現
を
呈
す
る
米
株
式
市
場
に
潜
む

バ
ブ
ル
リ
ス
ク「
Ｓ
Ｐ
Ａ
Ｃ
」

倉都康行
Yasuyuki Kuratsu

RPテック代表取締役・
国際資本システム研究所長

1979年東京大学経済学部卒。東京銀行、
バンカース・トラストを経て、チェー
ス・マンハッタン銀行。2001年に金融
シンクタンクのRPテック株式会社を
設立。近著に『危機の資本システム』（岩
波書店）。
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｢一帯一路」大解剖
知れば知るほど日本はチャンス

2013年、中国の習近平国家主席が突如打ち出した「一帯一路」構想。
中国政府だけでなく、西側諸国までもがその言葉に〝幻惑〟された。
それから7年。中国や沿線国は何を残し、何を得て、何を失ったのか。

現地の専門家たちから見た「真実」。それを踏まえた日本の「針路」とは。

文・高原明生、北野尚宏、西沢利郎、石田正美、ジャガナート・パンダ、テムル・ウマロフ、青木健太、吉澤 啓、
マチュー・デュシャテル、佐藤 仁、編集部（木寅雄斗、櫻井 俊）

イラストレーション・小池アミイゴ
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由
作
戦
」
も
継
続
す
る
だ
ろ
う
。
中
国
側
の

協
力
の
呼
び
か
け
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
中
国

を
戦
略
的
な
競
争
相
手
と
す
る
米
政
権
の
厳

し
い
姿
勢
に
変
化
は
な
さ
そ
う
だ
。

一
帯
一
路
に
あ
っ
た 

戦
略
的
な
狙
い

　

太
平
洋
を
跨
い
だ
対
米
関
係
が
悪
化
す
る

と
、
中
国
は
日
本
や
ド
イ
ツ
な
ど
、
ユ
ー
ラ

シ
ア
の
方
を
向
く
。
そ
れ
が
中
国
外
交
の
昔

か
ら
の
パ
タ
ー
ン
だ
。習
近
平
政
権
は
当
初
、

米
オ
バ
マ
政
権
に
対
し
、
協
力
や
相
互
尊
重

を
そ
の
内
容
と
す
る
新
型
大
国
関
係
の
樹
立

を
呼
び
か
け
た
。
オ
バ
マ
氏
は
中
国
を
パ
ー

ト
ナ
ー
と
し
て
地
球
規
模
の
問
題
に
対
応
し

よ
う
と
考
え
、
こ
の
呼
び
か
け
を
受
け
入
れ

た
。

　

し
か
し
、
南
シ
ナ
海
へ
の
海
洋
進
出
、
尖

閣
諸
島
を
め
ぐ
る
日
本
と
の
衝
突
や
対
米
サ

イ
バ
ー
攻
撃
な
ど
に
よ
り
、
オ
バ
マ
政
権
は

中
国
へ
の
対
抗
姿
勢
を
強
め
、
新
型
大
国
関

係
を
拒
絶
す
る
。
す
る
と
習
近
平
氏
は
対
米

関
係
の
悪
化
を
一
因
と
し
て
13
年
よ
り
一
帯

一
路
を
唱
え
始
め
、
14
年
に
は
安
倍
晋
三
首

相
と
の
間
で
初
め
て
の
日
中
首
脳
会
談
に
応

じ
た
。
そ
し
て
15
年
の
外
交
の
最
重
点
は
一

帯
一
路
だ
と
、
王
毅
外
相
が
述
べ
る
に
い
た

っ
た
。

　

中
国
政
府
の
説
明
に
よ
れ
ば
、
一
帯
一
路

の
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ジ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
イ

ン
フ
ラ
建
設
に
よ
っ
て
連
結
し
、
そ
の
中
間

地
域
の
発
展
を
助
け
る
こ
と
だ
。
言
う
ま
で

も
な
く
、
中
国
企
業
の
対
外
投
資
は
一
帯
一

路
に
始
ま
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
、
そ

れ
以
前
よ
り
中
国
企
業
や
中
国
人
の
ア
フ
リ

カ
進
出
は
話
題
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
目
的

は
、
資
源
、
市
場
、
そ
し
て
政
治
的
な
影
響

力
、
こ
の
三
つ
の
獲
得
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
れ
に
加
え
、
一
帯
一
路
に
は
国
際
政
治

経
済
上
の
戦
略
的
な
狙
い
が
こ
め
ら
れ
て
い

た
部
分
も
あ
る
。
中
国
の
東
、
つ
ま
り
太
平

洋
方
面
に
進
出
し
て
い
け
ば
、
日
米
や
南
シ

ナ
海
を
囲
む
東
南
ア
ジ
ア
の
国
々
と
衝
突
す

る
。
当
時
、
オ
バ
マ
氏
は
環
太
平
洋
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を
推
進
し
て

い
た
。「
私
た
ち
が
ル
ー
ル
を
決
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
さ
も
な
け
れ
ば
中
国
が
決
め

て
し
ま
う
ぞ
」
と
い
う
の
が
彼
の
決
め
文
句

ト
リ
ッ
ク
は
と
も
か
く
、

実
際
の
と
こ
ろ
中
国
外
交

に
と
っ
て
一
番
重
要
な
の

は
対
米
関
係
の
安
定
だ
。

安
全
保
障
上
も
経
済
上
も
、
唯
一
の
超
大
国

を
敵
に
回
せ
ば
厳
し
い
状
況
に
立
た
さ
れ
る

こ
と
は
早
く
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
た
。
中
国

の
有
識
者
が
、「
対
米
関
係
の
安
定
は
中
国

の
す
べ
て
の
安
定
の
基
礎
だ
」
と
語
る
ゆ
え

ん
で
あ
る
。

　

米
ト
ラ
ン
プ
前
政
権
の
１
年
目
は
、
無
難

に
過
ぎ
た
。
北
朝
鮮
へ
の
米
国
の
厳
し
い
対

応
に
、
中
国
が
呼
応
し
た
こ
と
が
そ
の
大
き

な
要
因
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
２
０
１
７
年

末
か
ら
米
国
は
中
国
を
最
大
の
対
外
脅
威
だ

と
見
定
め
た
。
安
全
保
障
に
か
か
わ
る
高
度

技
術
の
輸
出
を
規
制
し
、
中
国
か
ら
の
輸
入

品
に
高
関
税
を
か
け
た
。
強
気
の
姿
勢
を
崩

さ
な
い
も
の
の
、
中
国
が
受
け
た
打
撃
は
決

し
て
軽
微
な
も
の
だ
と
は
言
え
な
い
。

　

バ
イ
デ
ン
政
権
の
下
で
対
中
政
策
は
変
化

す
る
だ
ろ
う
か
。
バ
イ
デ
ン
氏
は
必
要
に
応

じ
て
中
国
と
の
協
力
も
辞
さ
な
い
だ
ろ
う
。

特
に
重
視
す
る
気
候
変
動
問
題
で
は
中
国
と

の
協
力
が
不
可
避
と
な
る
。
他
方
、
尖
閣
諸

島
が
日
米
安
保
条
約
の
対
象
と
な
る
こ
と
は

す
で
に
言
及
済
み
だ
。
台
湾
防
衛
へ
の
コ
ミ

ッ
ト
メ
ン
ト
や
南
シ
ナ
海
で
の
「
航
行
の
自

中国共産党のソフトパワーの源泉は、魅力的な概念を発明することにある。
われわれはそれに幻惑されてはならないが、その力を侮ってもならない。

文・高原明生  Akio Takahara

東京大学公共政策大学院教授

いずれ色褪せる一帯一路
中国共産党〝宣伝戦略〟の本質

レ

習近平国家主席の権威と権力のシンボル「一帯一路」
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ウ
ン
・
サ
ン
・
ス
ー
・
チ

ー
国
家
顧
問
な
ど
国
民
民

主
連
盟
（
Ｎ
Ｌ
Ｄ
）
幹
部

を
拘
束
し
た
２
月
１
日
の

政
変
か
ら
１
カ
月
半
近
く
が
過
ぎ
た
。
収
ま

る
こ
と
の
な
い
連
日
の
デ
モ
に
国
軍
や
警
察

が
発
砲
し
、
国
連
に
よ
る
と
３
月
９
日
時
点

で
50
人
以
上
の
死
者
が
出
た
。
米
バ
イ
デ
ン

政
権
は
制
裁
の
度
合
い
を
強
め
、
欧
州
連
合

（
Ｅ
Ｕ
）
も
非
難
決
議
を
理
事
会
で
採
択
し
、

制
裁
に
踏
み
出
す
構
え
だ
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
孤
立
は

中
国
へ
の
接
近
を
よ
り
一
層
強
め
か
ね
な

い
。
と
い
う
の
も
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
中
国
に

と
っ
て
の
地
政
学
的
な
要
衝
で
あ
り
、
約
３

年
余
り
に
わ
た
り
、
習
近
平
政
権
は
中
国
ミ

ャ
ン
マ
ー
経
済
回
廊
（
Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
実
現
の

た
め
、
ス
ー
・
チ
ー
政
権
に
、
再
三
の
ラ
ブ

コ
ー
ル
を
送
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

イ
ン
ド
洋
か
ら
中
国
ま
で
を
貫
く 

「
援〝
習
〞ル
ー
ト
」

　

Ｃ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
は
、
中
国
南
部
・
雲
南
省
の
昆

明
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
最
大
の
経
済
都
市
ヤ
ン
ゴ

ン
、
そ
し
て
西
部
の
ラ
カ
イ
ン
州
チ
ャ
オ
ピ

ュ
ー
を
高
速
鉄
道
と
高
速
道
路
で
結
ぶ
構
想

で
あ
る
。
こ
れ
は
17
年
12
月
に
、
ス
ー
・
チ

ー
国
家
顧
問
の
北
京
訪
問
の
折
、
習
近
平
国

ア

2月にクーデターが起きたミャンマーでは、軍事政権と中国との関係が注目されている。
両国関係で最も重要なのが一帯一路だ。ここには「援〝習〟ルート」が通る。

文・石田正美  Masami Ishida

日本大学生物資源科学部国際地域開発学科教授

「援〝習〟ルート」貫くも
対中依存避けるミャンマーのしたたかさ

>>> PART 4

中国南部広西チワン族自治区から
ミャンマーまで続くパイプライン
の建設現場（2013年）
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も
な
い
の
に
一
体
ど
う
や

っ
て
発
展
さ
せ
る
と
い
う

の
だ
？
」

　

こ
れ
は
、
パ
キ
ス
タ
ン

南
西
部
、
グ
ワ
ダ
ル
港
開
発
の
展
望
に
つ
い

て
、
パ
キ
ス
タ
ン
人
経
済
学
者
に
尋
ね
た
際

の
返
答
だ
。

　

筆
者
は
２
０
１
９
年
３
月
、
中
国
パ
キ
ス

タ
ン
経
済
回
廊
（
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）
に
関
す
る
パ

キ
ス
タ
ン
人
研
究
者
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
ら

と
の
意
見
交
換
、国
際
セ
ミ
ナ
ー
で
の
報
告
、

お
よ
び
資
料
渉
猟
の
た
め
パ
キ
ス
タ
ン
最
大

の
港
湾
都
市
カ
ラ
チ
を
訪
問
し
た
。そ
の
際
、

グ
ワ
ダ
ル
港
開
発
の
将
来
に
対
し
て
、
こ
う

し
た
懐
疑
的
な
意
見
を
数
多
く
耳
に
し
た
。

中
に
は
、
思
う
よ
う
に
開
発
が
進
ん
で
い
な

い
か
ら
パ
キ
ス
タ
ン
は
グ
ワ
ダ
ル
港
を
隠
し

た
い
の
で
は
な
い
か
、
と
訝い

ぶ
か

し
が
る
声
も
聞

か
れ
た
。
秘
密
の
ヴ
ェ
ー
ル
に
包
ま
れ
た
同

港
の
実
態
を
垣
間
見
た
気
が
し
た
。

　

中
国
が
推
し
進
め
る
「
一
帯
一
路
」
構
想

の
旗
艦
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
も
言
え
る
の
が
、

中
国
西
部
の
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
の
カ
シ

ュ
ガ
ル
か
ら
グ
ワ
ダ
ル
港
ま
で
を
つ
な
ぐ
、

全
長
３
０
０
０
㌔
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
巨
大
イ

ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
Ｃ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
で
あ

る
。
中
パ
が
関
係
を
深
め
た
の
は
１
９
６
０

年
代
だ
が
、
そ
の
後
中
国
の
経
済
成
長
が
加

「
水

インド洋沿岸のグワダル港から、中国内陸部まで続く中国パキスタン経済回廊。
しかしそのルートが経済的に理に適っているとは言い難い。中パ両国にはどのような思惑があるのだろうか。

文・青木健太  Kenta Aoki

中東調査会研究員

一帯一路の旗艦〝中パ経済回廊〟
まだら模様の両者の思惑

整備が進むグワダル港。〝ハンマーヘッド〟
の形をした良港だが、土地は枯れ果てている

BLOOMBERG/GETTYIMAGES
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州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
と
中
国

の
相
互
接
続
（
コ
ネ
ク
テ

ィ
ビ
テ
ィ
）
は
現
在
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
大
き
な
打
撃
を
受
け
て
い
る
。
米

調
査
会
社
ロ
ジ
ウ
ム・
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
と
、

２
０
１
９
年
に
１
３
４
億
㌦
だ
っ
た
中
国
に

よ
る
欧
州
へ
の
直
接
投
資
は
、
20
年
に
は
44

％
減
少
し
て
75
億
㌦
ま
で
落
ち
込
ん
だ
。
で

は
、
今
後
の
欧
中
関
係
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ

う
か
。

イ
タ
リ
ア
と
フ
ラ
ン
ス
の 

一
帯
一
路
へ
の
対
照
的
な
反
応

　

19
年
に
は
、
Ｅ
Ｕ
と
中
国
間
で
相
互
接
続

に
関
連
す
る
外
交
活
動
が
ピ
ー
ク
を
迎
え

た
。
３
月
に
は
習
近
平
国
家
主
席
が
イ
タ
リ

ア
を
訪
問
し
、
イ
タ
リ
ア
野
党
や
与
党
内
部

か
ら
の
強
い
批
判
を
よ
そ
に
、「
一
帯
一
路
」

構
想
に
基
づ
く
覚
書
を
交
わ
し
た
。
だ
が
、

習
氏
が
次
の
訪
問
先
で
あ
る
パ
リ
に
到
着
す

る
と
、
彼
を
出
迎
え
た
の
は
フ
ラ
ン
ス
政
府

の
懐
疑
的
な
態
度
だ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
、

中
国
と
の
経
済
関
係
に
具
体
的
な
効
果
を
及

ぼ
す
と
は
思
え
な
い
一
帯
一
路
に
対
し
て
、

形
式
的
に
署
名
を
す
る
気
は
な
か
っ
た
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
こ
の
懐
疑
的
な
見
方
は
、
か

な
り
根
深
い
も
の
だ
っ
た
。
マ
ク
ロ
ン
大
統

欧

一帯一路への対抗策として、フランスは日本などインド太平洋の国 と々の協力を模索している。
安全保障だけではなくインフラ開発においても、協力の余地はある。

文・マチュー・デュシャテル  Mathieu Duchâtel

モンテーニュ研究所 アジアプログラム・ディレクター

EUは中国に対する警戒感を強め、フランスはインド太平洋への関与を模索している

変わるEUの中国観
仏日・欧日はもっと手を組める

FRANCOIS MORI/REUTERS/AFLO
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影
響
や
損
失
が
次
第
に
明
ら
か
に
な

っ
た
か
ら
だ
。
複
数
の
調
査
に
よ
れ

ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
に
は
利
点
が

あ
る
と
考
え
る
Ｅ
Ｕ
市
民
は
増
え
て

い
る
。
ド
イ
ツ
で
は
、
そ
の
割
合
が

過
去
15
年
で
最
高
の
73
％
に
達
し

た
。
脱
退
し
た
イ
ギ
リ
ス
で
さ
え
、

Ｅ
Ｕ
を
支
持
す
る
人
が
60
％
に
の
ぼ

る
（
２
０
２
０
年
８
月
ピ
ュ
ー
・
リ

サ
ー
チ
・
セ
ン
タ
ー
調
査
）。
そ
ん

な
Ｅ
Ｕ
を
め
ぐ
る
、
21
年
の
諸
問
題

に
つ
い
て
触
れ
て
い
き
た
い
。

　

現
在
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
現

れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
相
次
ぐ
感

染
の
波
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
ド
イ

ツ
の
メ
ル
ケ
ル
首
相
も
昨
年
３
月
に

隔
離
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
が
、
す
ぐ

に
回
復
し
、
そ
の
後
の
活
躍
で
70
％

を
超
え
る
支
持
率
を
獲
得
し
た
。
７

月
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
マ
ク
ロ
ン
大

POINT OF VIEW

「

ど
ち
ら
か
ら
お
越
し
で
す

か
？
」。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に

流
行
す
る
前
、
外
国
に
旅
行
す
る
た

び
に
よ
く
こ
ん
な
質
問
を
受
け
、
私

は
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
」
と
答
え
て

い
た
。
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
高
校
に
通

っ
て
い
た
こ
ろ
、
周
囲
の
人
た
ち
が

自
分
を
「
ア
メ
リ
カ
人
」
と
呼
び
な

が
ら
、
本
来
は
そ
こ
に
含
ま
れ
る
べ

き
カ
ナ
ダ
人
や
メ
キ
シ
コ
人
を
無
視

し
て
い
る
姿
を
目
に
し
て
い
た
か
ら

だ
。
も
ち
ろ
ん
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
単
に

欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
だ
け
を
意
味
す

る
わ
け
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ
に
含
ま
れ

な
い
東
側
の
国
々
も
含
ま
れ
る
。

　

だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ

ト
を
め
ぐ
る
交
渉
に
よ
り
、
Ｅ
Ｕ
加

盟
国
の
結
束
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ

た
。
イ
ギ
リ
ス
が
被
る
マ
イ
ナ
ス
の

新
局
面
迎
え
る
世
界
情
勢

「
汎
地
球
的
」ル
ー
ル
整
備
が
必
要
だ

新
型
コ
ロ
ナ
対
応
の
な
か
、英
国
の
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、独
・
メ
ル
ケ
ル
首
相
の
退
任
な
ど
欧
州
の
変
化
が
続
く
。

新
時
代
の
国
際
関
係
の
あ
り
方
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。欧
州
委
員
会
で
ア
ジ
ア
戦
略
担
当
を
務
め
た
筆
者
の
提
言
。

S
E

A
N G

A
LLU

P/G
ET

T
YIM

A
G

ES

ヴォルフガング・パーペ
Wolfgang Pape

元欧州委員会アジア戦略担当

1981年独フライブルク大学で法学
博士学位取得。欧州委員会で30年
勤務、外交官として東京にも赴任。
著書に『東アジア21世紀の経済と
安全保障』（田中素香・佐藤秀夫訳、
東洋経済新報社、1997年）。「汎地球
主義（omnilateralism）」は2021年刊
行予定の著書タイトルに採用。
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「
今

か
ら
友
達
と
グ
ル
ー
プ
に

な
っ
て
話
し
合
お
う
。
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
ヘ
ッ
ド
セ
ッ

ト
を
つ
な
い
で
」

　

小
学
５
年
生
の
国
語
の
時
間
。
先
生
の
指

示
に
従
い
、
慣
れ
た
手
つ
き
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
内
の
チ
ャ
ッ
ト
ツ
ー
ル
（M

icrosoft 

Teams

）
に
各
自
接
続
す
る
。
Ｔ
ｅ
ａ
ｍ
ｓ

上
の
会
議
機
能
に
よ
っ
て
ラ
ン
ダ
ム
に
３
〜

４
人
の
グ
ル
ー
プ
に
割
り
振
ら
れ
た
と
こ
ろ

で
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
始
ま
る
。

「
つ
ま
り
こ
う
い
う
こ
と
で
い
い
よ
ね
」

　

マ
イ
ク
を
通
じ
て
児
童
同
士
で
会
話
し
な

が
ら
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
と
教
材
を
操
作
し

て
要
点
を
ま
と
め
、
み
る
み
る
う
ち
に
発
表

用
の
資
料
が
出
来
上
が
っ
て
い
く
│
。

　

こ
れ
は
、
東
京
学
芸
大
学
附
属
小
金
井
小

学
校
の
授
業
風
景
だ
（
85
項
写
真
参
照
）。

　

先
生
が
黒
板
に
書
い
た
内
容
を
児
童
が

黙
々
と
ノ
ー
ト
に
書
き
写
す
、
１
０
０
年
間

変
わ
ら
な
か
っ
た
日
本
の
学
校
教
室
の
風
景

に
今
、
新
た
な
変
化
が
起
き
始
め
て
い
る
。

「
児
童
生
徒
一
人
一
台
端
末
」
と
「
高
速
大

容
量
の
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
」
の
整
備

を
目
指
し
た
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
」

は
２
０
１
９
年
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。
当
初
は

23
年
ま
で
に
整
備
を
完
了
す
る
予
定
だ
っ
た

が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
受

WEDGE  REPORT

タブレット配布に揺れる学校
教育〝デジタル化〟の行方は
コロナ禍の一斉休校は教育のデジタル化を目指す「GIGAスクール構想」を加速させた。
全国各地で「児童生徒一人一台端末」の配布が急速に進む今、学校現場で何が起こっているのか。
文・秋元沙織（ライター）、編集部（川崎隆司）

タブレット型端末に映し出されたデジタル教科書
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